
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避 難 確 保 計 画 
 

 

 

 

 

 

浄 土 平 観 光 施 設 

  ・浄土平ビジターセンター 

 ・浄土平レストハウス 

 ・浄土平天文台 

 

 

令和元年８月１日 

令和２年改訂中 



目    次 

 

１ 計画の目的  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

２ 施設の位置  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

３ 避難確保計画の対象者 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

４ 防災体制    

 (1) 火山活動状況と体制  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

(2) 体制図  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

(3) 総括管理者の代理者  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

(4) 浄土平施設職員連絡網図  ・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

(5) 関係機関の連絡先  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４～５ 

 

５ 情報伝達及び避難誘導 

５－１ 参考とすべき情報等  

(1) 気象庁、国土交通省、福島市からの情報  ・・・・・・・・ ５～６ 

(2) 吾妻山噴火警戒レベル ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

 

５－２ 噴火警戒レベルの引上げ等がなく、突発的に噴火した場合 

(1) 情報収集・伝達 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 

(2) 避難誘導対応  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８～10 

 

   ５－３ 噴火警戒レベル「２」の引き上げにより避難が必要となった場合 

(1) 情報収集・伝達 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

(2) 避難誘導対応  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

 

６ 資器材の配備等   

(1) 各施設の保有設備、資機材等の状況 ・・・・・・・・・・・ 11 

(2) 資器材等の保管  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

(3) 保有設備・資器材一覧  ・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

 

７ 防災教育及び訓練等の実施 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

 

８ 避難確保計画の見直し ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

 

９ その他  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

c11021
テキストボックス
資料６－３



1 

 

１ 計画の目的 

浄土平に所在する「浄土平ビジターセンター」、「浄土平レストハウス」、「浄土平 

天文台」の施設は、福島市が平成３０年３月１日付けで、活動火山対策特別措置法 

（以下「活火山法」という。）第６条に基づき、「避難促進施設」として指定、浄土 

平観光施設は共同により、同法第８条に基づき本計画を定める。 

本計画は各施設に勤務する者、施設の利用者、地区内の周辺施設にいる観光客・

登山客等の吾妻山噴火時等における円滑かつ迅速な避難の確保を図ることを目的と

するものである。 

 

２ 施設の位置 

(1) 当浄土平地区は、吾妻山噴火想定火口である大穴火口域から約７００ｍに位置 

しており、噴火警戒レベル２（火口周辺規制、火口から１．５ｋｍ）の場合は、 

立入規制が行われ避難が必至となる。 

(2) 当地区に影響のある火山現象は、以下のとおりである。 

  ① 大きな噴石 

  ② 火山降灰 

  ③ 火山ガス 

(3) 地区の位置図  

              図１ 施設の位置図 

      
 

 

吾 

大穴火口 

浄土平観光施設 

大穴火口から 

１．５ｋｍ 
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３ 避難確保計画の対象者 

(1) 当地区において避難確保を行うべき対象者は、当地区を構成する各観光施設の 

従業員及び施設周辺にいる観光客・登山客等（以下、「利用者等」という。）とす 

る。 

(2) 当地区の各施設従業員数及び平成２９年度施設最大利用者数、登山者の人数は 

表１・表２とおりである。 

  ① 表１ 日中 

施 設 名 従業員数 最大利用者数 登山客 

浄土平ビジターセンター   ９人 約１３００人 約５００人 

浄土平レストハウス  ２３人 約６５００人  

浄土平天文台   ５人 約 ５７０人  

 

  ② 表２ 夜間 

施 設 名 従業者数 最大利用者数 

浄土平天文台  ５人  約２５０人 

 

４ 防災体制 

 当地区の噴火時等の体制は、「情報伝達体制」、「災害対応体制」に区分する。 

また、防災体制の総括管理者を「浄土平ビジターセンター所長」とする。 

(1) 火山活動状況と体制は、表３のとおりである。 

             表３ 火山活動状況と体制 

火山活動状況 体  制 対 応 組 織 

火山性地震の多発及び火山性微

動等の火山活動情報を入手した

場合 

また、噴気活動（音、量等）の 

火山異常現象等の発生の通報が

あった場合 

 

情報伝達体制 

総括管理者の下に情報班を 

設置する。 

・総括管理者 

・情報班 

噴火警戒レベル「１」の段階に

おける中での突発的に噴火した

場合 

 

災害対応体制 

総括管理者の下に情報班、 

避難誘導班（人・車両）を 

設置する。 

・総括管理者 

・情報班 

・避難誘導班 

噴火警戒レベル「２」（噴火な

し）に引き上げられたことによ

り、避難が必要となった場合 

 

平常時に火山ガスの濃度が基準

値を超えた場合 
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(2) 体制図 

              図２ 体制図 

 

総 括 管 理 者             福島市役所 

（ビジターセンター所長）               危機管理室 

（夜間：天文台長） 

 

 

          情  報  班 

（班長：レストハウス管理責任者）          

（夜間：天文台職員）        

           各施設１名  

・火山活動情報の収集・伝達 

・福島市役所等との情報連絡              

 

避 難 誘 導 班 

（班長：天文台長） 

（夜間：天文台職員） 

○観光客等誘導 

ビジターセンター１名以上 

レストハウス１名以上 

天文台１名 

           ・観光客等への避難の呼びかけ、誘導 

○車両誘導 

ビジターセンター１名以上 

天文台１名以上 

            ・避難車両誘導 

 

 

(3) 総括管理者の代理者 

   総括管理者が不在の場合、次の順位により代理者を総括管理者とする。 

     表４ 総括管理者の代理者 

順位 代理者職名 

１ 浄土平天文台台長 

２ 浄土平レストハウス管理責任者 

３ 浄土平ビジターセンター副所長 
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(4) 浄土平施設職員連絡網図 

      勤務時間外（夜間）において、噴火警戒レベルの引き上げ及び突発的噴火が発生した 

  場合の浄土平施設職員の連絡は、図３により行うものとする。 

図３ 浄土平施設職員連絡網図 

 

   福島地方気象台       福島市危機管理室  

    024-534-2162        024-525-3793 

    

 

                   総括管理者 

ビジターセンター所長 

 

 

 

ビジターセンター        レストハウス          天 文 台 

副所長            管理責任者           台 長 

    

 

    所属職員           所属職員           所属職員 

    

※備考 

 １ 所長等から連絡を受けた職員は、施設ごとの連絡網図により他職員に連絡する。 

   ２ 連絡網図の最後の職員は、連絡を受けたならば各施設の所長等に報告する。 

    

(5) 関係機関の連絡先 

表５ 関係機関連絡先 

施  設  名 連  絡  先 担当部署等 

自然公園財団浄土平支部 ０２４－５９１－３６００  

裏磐梯自然保護官事務所 ０２４１－３２－２２２１ 保護官 

国交省福島河川国道事務所 ０２４－５３９－６１２７ 調査第一課 

仙台管区気象台 ０２２－２５６－１９６５ 地震火山課 

福島地方気象台 ０２４－５３４－０３２１ 火山防災官 

福島県災害対策課 ０２４－５２１－７１９４  

福島県観光交流局観光交流課 ０２４－５２１－７２８６  

福島県自然保護課 ０２４－５２１－７２５１  

福島県道路管理課 ０２４－５２１－７４７４  

吾妻土湯道路管理所 ０２４２－６４－３４７８  

福島県警察警備部災害対策課 ０２４－５２２－２１５１  

福島警察署警備課 ０２４－５２２－２１２１  

福島北警察署警備係 ０２４－５５４－０１１０  

福島市危機管理室 ０２４－５２５－３７９３  

福島市消防本部警防課 ０２４－５３４－９１０２  
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福島市観光コンベンション推進室 ０２４－５２５－３７２２  

福島市交通政策課 ０２４－５２５－３７６２  

吾妻小舎管理人 ０９０－９７８２－２９９１ 髙橋豊明氏 

 

５ 情報伝達及び避難誘導 

５－１ 参考とすべき情報等 

(1) 気象庁、国土交通省、福島市からの情報等 

表６ 参考とすべき情報 

収集する情報等 内    容 収集方法 

噴火警報 

（気象庁） 

生命に危険を及ぼす火山現象の発生や危険が 

及ぶ範囲の拡大が予想される場合に「警戒が必

要な範囲」を明示して発表される。 

市町村は噴火警報に対応した入山規制や避難勧

告等の防災情報を発信する。市町村の指示に従

って規制された範囲から避難する必要がある。 

テレビ、ラジ

オ、気象庁ホ

ー ム ペ ー ジ

等 

噴火警戒レベル 

（気象庁） 

火山活動の状況に応じて、「警戒が必要な範

囲」と、防災機関や住民等の「とるべき防災対

応」を５段階に区分した指標。 

「避難」「避難準備」「入山規制」「火口周辺規

制」「活火山であることに留意」のキーワード

が付記され噴火警報に付け加えて発表される。

レベルに対応した「警戒が必要な範囲」と「と

るべき防災対応」については、市町村や都道府

県の地域防災計画に定められている。レベルが

引上げられた場合は市町村の指示に従って規制

された範囲から避難する必要がある。 

臨時の解説情報 

（気象庁） 

噴火警戒レベルの引上げの基準に至らない火

山活動の変化を観測した場合であっても、その

事実を地元の関係者や一般の人々に認識しても

らうために臨時に発表する「火山の状況に関す

る解説情報」のこと。 

臨時の解説情報は、噴火警戒レベルを引き上

げるかどうかを判断するまでの一時的な情報で

あり、気象庁は臨時の解説情報を発表した際に

は、速やかに火山の現地観測を実施し噴火警戒

レベルを引き上げかどうかの判断につなげる。 

臨時の解説情報が発表された際には、火山活動

が活発化していることを認識し、その後、気象

庁が発表する情報に注意しておくことが必要で

ある。 
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火山の状況に 

関する解説情報 

（気象庁） 

火山活動が活発な場合等に火山の状況を知ら

せるために気象庁から定期的に発表される情報

であり噴火や噴煙の状況、火山性地震・微動の 

発生状況等の観測結果から火山の活動状況や警

戒事項について解説される。 

噴火速報 

（気象庁） 

噴火の発生事実を迅速に伝える情報で、登山

者や住民に火山が噴火したことを端的にいち早

く伝え、身を守る行動を取るために気象庁から

発表される。噴火速報が発表された時は直ちに

身の安全を図る行動が必要である。 

噴火速報は気象庁が常時観測している各火山を

対象に発表するが、普段から噴火している火山

においては、普段と同じ規模の噴火が発生した

場合や、噴火の規模が小さく噴火が発生した事

実をすぐに確認できない場合には発表されない

ため留意が必要。 

テレビ、ラジ

オ、気象庁ホ

ームページ、 

福島市ホー

ムページ等 

土砂災害緊急 

情報 

（国土交通省） 

噴火によって山腹斜面に火山灰が堆積すると 

少量の雨でも土石流が発生することがある。 

火山噴火に起因する土石流による重大な土砂災

害が急迫している場合に国土交通省が緊急調査

を行い被害の想定される区域と時期に関して、

関係する地方公共団体の長に通知するとともに

一般に周知する情報であり、市町村は土砂災害

緊急情報に基づいて、避難勧告等の防災情報を

発表する。 

市町村の指示に従って規制された範囲から避難

する必要がある。 

テレビ、ラジ

オ、国交省ホ

ームページ、 

福島市ホー

ムページ等 

火口周辺規制 

・入山規制 

（福島市） 

火口周辺に危険がある場合や小規模な噴火が 

発生するおそれがある場合等に、火口周辺また

は、火山への立入りを規制するために市町村が

発表する情報。 

テレビ、ラジ

オ、福島市ホ

ームページ

等 

避難勧告等の 

避難情報 

（福島市） 

避難情報は、火山噴火に伴う融雪型火山泥流

等が発生すると予想される場合、または発生し

危険が迫り避難が必要と認める地域の居住者等

に対し、避難を促すために発表される。 

 

テレビ、ラジ

オ、福島市ホ

ームページ、 

緊急速報メ

ール等 
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(2) 吾妻山噴火警戒レベル  

図４ 吾妻山噴火警戒レベル  

 
 

※気象庁が作成した「吾妻山の噴火警戒レベル」リフレットを掲載 
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５－２ 噴火警戒レベルの引上げ等がなく、突発的に噴火した場合 

(1) 情報収集・伝達 

  ① 吾妻山の噴火の発生を確認した職員は直ちに他施設へ連絡する。施設職員は 

総括管理者の指揮のもと災害対応体制をとるとともに、表５関係機関連絡先及 

び浄土平火山活動対応マニュアルの緊急連絡体制に基づき、福島市危機管理室 

等へ噴火状況等を連絡する。 

  ② 福島市危機管理室と以下の情報について共有し、避難等について協議を行う 

ものとする。 

   ア 当地区が把握している火山活動状況 

   イ 地区全体の観光客等の各施設への避難状況、収容者の負傷状況 

   ウ 地区内の施設の被害状況 

   エ 危機管理室が情報収集した今後の火山活動の推移について 

   オ 当地区から安全な場所への避難行動の時期について 

  ③ 各施設は、以下のような情報について共有する。 

   ア 各施設の避難者の収容状況、収容者の負傷状況 

   イ 各施設及び周辺の被害状況 

 

(2) 避難誘導対応 

  ① 施設利用者等への情報伝達（屋外から屋内への緊急避難の誘導等） 

   ア 各施設の情報班は、館内放送、屋外スピーカーなどの放送設備及び口頭で 

    屋外にいる利用者等に噴火の発生を伝え、建物内への緊急避難を呼びかける 

    とともに、建物内にいる利用者に対しても「吾妻山」が噴火したことを伝え 

    建物外へ出ないよう呼びかける。 

   イ ビジターセンターに設置されている屋外スピーカーは、ビジターセンター 

    職員が操作し広報する。 

   ウ 各施設の避難誘導班は、自身の安全を確保しつつ、建物の入り口等で利用 

者等に対してハンドマイク等で建物内に入るよう呼びかけ誘導する。 

エ 当地区の屋外における広報及び誘導担当区分は、「浄土平火山活動対応マ 

ニュアル」に基づき行う。 

  ② 建物内での避難誘導（屋内の移動） 

    建物内に存在した利用者及び建物内に避難してきた利用者等に対しては、建 

物内のより安全な場所（火口から離れた場所、窓から離れた場所等）へ誘導を 

行う。 

   ア 浄土平ビジターセンター 

     レクチャールーム、展示室等 

   イ 浄土平レストハウス 

     １階売店等 

   ウ 浄土平天文台 

     展示スペース等 

  ③ 避難状況の把握・整理 

   ア 各施設の避難誘導班は、避難誘導が行われ施設内で一定の安全が確保され 

た後、施設収容者の状況を可能な限り把握・整理する。 
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   イ 情報班長（レストハウス管理責任者）は、ビジターセンター及び天文台の 

情報班員と連絡をとり、浄土平施設全体の避難状況等の把握を行う。 

   ウ 避難状況整理様式（巻末資料） 

     各施設と浄土平地区に区分 

    (ｱ) 各施設 

表７－１ 避難状況整理様式（各施設） 

      施設名：              年  月  日  時  分 

退避者及び従業員 
負傷者 備 考 

退避者 従業員 合 計 

男   名 

女   名 

計   名 

男   名 

女   名 

計   名 

男    名 

女    名 

計    名 

  

 

    (ｲ) 浄土平地区 

表７－２ 浄土平地区避難状況整理様式 

            年  月  日  時  分     

施 設 名 
退避者及び従業員 

負傷者 備 考 
退避者 従業員 合計 

ビジターセンター 

男  名 

女  名 

計  名 

男  名 

女  名 

計  名 

男  名 

女  名 

計  名 

  

レストハウス 

男  名 

女  名 

計  名 

男  名 

女  名 

計  名 

男  名 

女  名 

計  名 

  

天文台 

男  名 

女  名 

計  名 

男  名 

女  名 

計  名 

男  名 

女  名 

計  名 

  

合 計 

男  名 

女  名 

計  名 

男  名 

女  名 

計  名 

男  名 

女  名 

計  名 

  

 

④ 規制範囲外への避難 

   ア 避難者等の規制範囲外（安全な場所）への避難の可否やタイミングについ 

ては、福島市危機管理室と協議の上、規制範囲外への避難を実施する。 

   イ 規制範囲外への避難経路は、浄土平火山活動対応マニュアルに基づいて、  

噴石等の噴火現象の影響の少ないと想定される土湯方向へ、スカイラインの 

状況を確認後、避難させる。 

ただし、福島市危機管理室の指示があった場合は、この限りでない。 

   ウ 規制範囲外への避難手段は、施設利用者等の自家用車等及び徒歩での規制 

範囲外への避難を基本とする。 
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   エ 利用者等の車両が噴石等で被害を受けて、走行に支障を及ぼし避難手段が 

ない場合には、他利用者との相乗り及び各施設が保有する車両に分乗させて 

避難させる。 

避難する車両が足りない場合は、福島市危機管理室にその旨を報告し車両の 

手配を要請する。 

 

５－３ 噴火警戒レベル「２」の引き上げにより、避難が必要となった場合 

(1) 情報収集・伝達 

気象庁の吾妻山噴火警戒レベル２への引き上げの発表があった場合の当地区の 

情報収集・伝達は以下のとおりである。 

  ① 気象庁及び福島市危機管理室から噴火警戒レベル２への引き上げについて連 

絡を受けた場合には、直ちに総括管理者の下、災害対応体制をとる。 

  ② 総括管理者及び情報班長は、福島市危機管理室と随時、情報収集等に努めて 

   避難対応の実施について協議を行う。 

  ③ 表５「関係機関連絡先」及び表６「参考とすべき情報」等を参考に対応 

 

(2) 避難誘導対応 

  ① 利用者等への情報伝達 

   ア 規制範囲外へ避難が必要となった場合、各施設の情報班は、館内放送、屋 

    外スピーカーなどの放送設備及び口頭で、利用者等に噴火警戒レベルが引き 

上げられたことや規制範囲外への避難が必要なことを伝える。 

   イ 屋外における広報は、「浄土平火山活動対応マニュアル」に基づいて行い  

    ビジターセンターに設置されている屋外スピーカーは、ビジターセンターの 

    職員が操作を行う。 

  ② 規制範囲外への避難の実施 

   ア 利用者等を高湯及び土湯方向に避難させる。避難手段は、施設利用者等の 

自家用車等、各自の手段での避難を基本とする。ただし、福島市危機管理室 

からの指示があった場合は、この限りでない。 

   イ 各施設の避難誘導班は、利用者等の人数や避難状況などを把握・整理して 

    避難誘導班長に報告する。また、各施設と情報を共有するとともに当地区に 

残留者がいないか確認する。 

   ウ 各施設職員は、利用者等の避難を確認したあと避難する。この際、浄土平 

火山活動対応マニュアルに基づき、登山者カードの回収及び駐車場に残置さ 

れている車両の車番記録、避難文の付着を行う。 

   エ 総括管理者は、福島市危機管理室へ避難状況を報告後、避難する。 
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６ 資器材の配備等  

(1) 各施設の保有設備、資器材等の状況 

   各施設における情報収集・伝達又は避難誘導の際に使用する設備・資器材等は 

  表８のとおりである。 

(2) 資器材等の保管 

施設従業員は、日頃から資器材等の使用方法、保管場所を周知しておき、その 

  維持管理に努めるものとする。 

(3) 保有設備・資器材一覧 

  ① 設備・資器材 

         表８－１ 浄土平全施設 保有設備・資器材一覧 

品  名 
ビジター 

センター 

レスト 

ハウス 
天文台 合 計 

テレビ ０  １  

ラジオ ２  ０  

ＦＡＸ １  ０  

無線機（トランシーバー） ５  ０  

屋外スピーカー ３  ０  

携帯用拡声器 ２  ２  

メガホン ０  ０  

誘導棒（誘導旗） ５  ０  

ヘルメット ３５０ １００ １１４  

防塵マスク ４００ ２００ ３００  

防毒マスク ０ １００ ４３  

ゴーグル １００ １０ ２４  

自家発電装置 ２  １  

照明器具 ０  ０  

懐中電灯 ２  ２  

火山ガス検知器 ４ ２ ２  

酸素吸入器 ０ １０ １０  

 

  ② 輸送手段の確保 

    当地区における利用者等の搬送のために活用できる車両 

        表８－２ 浄土平全施設 保有車両数    

車  種 
ビジター 

センター 

レスト 

ハウス 
天文台 合 計 

普通乗用車（５人乗り） ０  ２  

ワゴン車（６～８人乗り） １  ０  

トラック １  ０  
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７ 防災教育及び訓練等の実施 

(1) 毎年４月（スカイライン再開通前）に、火山活動対応教育及び避難誘導訓練を 

  実施する。訓練の結果は福島市危機管理室に報告する。 

(2) 吾妻山火山防災協議会主催の訓練には、各施設従業員を参加させる。 

(3) 火山関係機関主催の研修会や防災講演会等に関する情報の収集を行い、参加に 

努める。 

 

８ 避難確保計画の見直し 

(1) 毎年実施する訓練を通じて、計画の検証及び見直しを行う。 

(2) 施設や人事異動等において施設職員の変更等が生じた場合は、必要に応じて、 

その都度、計画の修正を行う。 

 

９ その他 

(1) 火山活動の観察 

   日頃から吾妻山の火山活動を観察し、何か変化に気づいた際には、その情報を 

  福島地方気象台及び福島市危機管理室に伝達する。 

(2) 各施設における利用者等への情報提供・啓発 

  ① 各施設の利用者等に対して、吾妻山の状況を提供する。 

  ② 福島市危機管理室作成の周知チラシを配布し火山防災の啓発を図る。 

 



避難状況整理様式（各施設） 

 

施設名：                      年  月  日  時  分現在  

退 避 者 及 び 従 業 員 
負 傷 者 備  考 

退 避 者 従 業 員 合  計 

男     名 男     名 男     名   

女     名 女     名 女     名   

計     名 計     名 計     名   

 

 

 

浄土平地区避難状況整理様式 

年  月  日  時  分現在 

施 設 名 
退 避 者 及 び 従 業 員 

負 傷 者 備 考 
退 避 者 従 業 員 合 計 

ビジター 

センター 

男    名 

女    名 

計    名 

男    名 

女    名 

計    名 

男    名 

女    名 

計    名 

  

レスト 

ハウス 

男    名 

女    名 

計    名 

男    名 

女    名 

計    名 

男    名 

女    名 

計    名 

  

天文台 

男    名 

女    名 

計    名 

男    名 

女    名 

計    名 

男    名 

女    名 

計    名 

  

合 計 

男    名 

女    名 

計    名 

男    名 

女    名 

計    名 

男    名 

女    名 

計    名 

  

 

 

 

 

 

巻末資料 
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